
【生産性の向上】
・従業員1人当たり付加価値額を計画終了年度までに30.7％向上させる。
・売上高を1.42倍とする。

【財務の健全性】
・有利子負債/キャッシュフロー ▲3.2倍
・経常収支比率 126.7％

【賃上げ】
・雇用者給与等支給額を計画終了年度までに年率6.72％向上させる。

【前向きな取組】
・ソフトウェアの開発、導入より、販売費及び一般管理費を売上高で除した割合につ
いて、計画終了年度において7.2％以上削減する。

【計画の実施期間】
・令和7年11月～令和12年9月

有限会社関根車輛の「特別事業再編計画」のポイント

令和8年2月17日

希望する
支援措置

有限会社関根車輛は自動車整備、レッカー・ロードサービス、車両販売を行ってい
るA社の株式を取得し、事業全体の統合を行う。
これにより、有限会社関根車輛及びA社において勤怠や運行状況の管理を一元化
して効率化を図る。さらに、従業員の相互交流を実施して互いのノウハウが取り込ま
れることから、経営資源の最適配置、生産性の向上、企業価値の更なる向上を目指
す。
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